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平成 26 年度地域医療・介護連携推進事業 一関コミュニティＦＭ（ＦＭ あすも）番組 

放送日：平成 26 年８月６日（水）17：20～17：30（塩竃一常 GET KING!!） 

（再放送：８月 10 日（日）9：10～9：20 REFRESH!!） 

「医療と介護の窓～みんなで育てよう地域医療～」 

第３回放送  岩手県立千厩病院 吉田 徹 院長 

 

     （聞き手：FMあすも 塩竃一常） 

 
塩竃 「医療と介護の窓～みんなで育てよう地

域医療～」のコーナーです。今日、スタジオに

お越しいただきました、岩手県立千厩病院の吉

田徹院長にお越しいただきました。吉田先生、

よろしくお願いいたします。 

 

吉田 よろしくお願いします。 

 

塩竃 吉田先生は、専門はどちらのお医者さん

になる訳でしょうか？ 

 

吉田 私は、専門は消化器外科ですが、診療所

の勤務もありましたので、広く総合診療一般も

診ております。 

 

塩竃 そうですか。千厩地域の皆さんにとって

みると、この県立千厩病院っていうのは、本当

に拠点になる病院ということで、多くの皆さん

が足を運んだことがあるかもしれません。今日

はですね、この吉田先生に千厩病院についてい

ろいろお話しを伺っていきたいんですが、まず

は、常勤されているお医者さんの数、それから

診療体制について聞かせてください。 

 

吉田 現在９名です。その内訳としては、総合

診療科が３名、消化器内科が１名、外科が３名、

整形外科が１名、泌尿器科が１名、合計９名と

いうことになります。 

 

塩竃 現在では救急医療の方も受け入れてい

るというのが、この県立千厩病院になるんです

けれども、先生、その救急医療の実態について

教えてください。 

 

吉田 10 年位前は、今、常勤医師が現在９名と

話ししましたけれども、18 名程今の倍おりまし

て、その当時は、救急車の台数が、年間 700 台

程度だったんですが、３年前に 1,000 台を越え

まして、それから３年間、昨年は 987 台でした

が、半分の常勤医師でこの 1.5 倍になった救急

の外来の患者さんを診ているというような厳し

い状況であります。 

 

塩竃 １年で 1,000 台近くの救急車がやってく

る。まあ、日によってもちろんその数っていう

のはいろいろ違うんでしょうけど、それでも多

くの救急患者の皆さんがやってくる。その中を

以前は、18 名いたところ、半分の人数で治療に

あたっているということなんですね。年齢層で

いうと、どういった皆さんが、救急搬送される

場合っていうのが多いんでしょうか。 

 

吉田 やっぱり 70 代、80 代が多いですね。高

齢者の方が多いです。結局、独居の高齢者が増

えていますので、かなり高熱が出ただけでも、

おひとりで動けなくて、救急車っていうような

状況もなかにはあります。 

 

塩竃 そうなんですね。こちらの千厩病院では

入院される方というのも、もちろんいらっしゃ

ると思うんですけれども、だいたいどのくらい

の入院率なんでしょうか。 

 

吉田 救急車で来院された方の大体４割が入

院です。 

 

塩竃 県立千厩病院ですけれども、こちらのほ

うでの治療というのに、まずはあたるわけです
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けれども、この他にもだいぶ重い症状がある

方ってのももちろんいらっしゃる訳ですよね。 

 

吉田 例えば、脳卒中、脳梗塞とか、心筋梗塞

とか多発の外傷とか、すぐに専門医の治療ある

いは規模の大きな手術を必要とする場合には、

近隣の磐井病院とか盛岡の高次救急センターと

か、あるいは仙台の方の心臓の処置をしていた

だけるような病院へ搬送、あるいは日中ですと

ドクターヘリを使って搬送という場合もありま

す。 

 

塩竃 そういうのもあるんですね。搬送する場

合ですけれども、救急車を利用する場合はです

ね、救急隊員の皆さんが、いろんなその判断っ

ていうのもあるかとは思うんですけれども、お

医者さんとそういった連携を上手くとって、ど

この病院に運んでいくっていうなかで、千厩病

院もあればそれ以外の病院を選ばれるってこと

もあるんですね。 

 

吉田 まず第一報は、この東磐井の医療圏では

千厩の方に入ってですね、病状をお聞きして、

まあ、基本的にお断りするってことはないんで

すが、先ほどお話ししたような脳血管系・心臓

系で、治療の開始までの時間が生死に関わるよ

うな状況が考えられた場合には、そちらの方に

直接行っていただくってこともあります。 

 

塩竃 こういった患者さんの体力であったり

とか、病状に合わせてその効率的に医療ってい

うのをすぐ受けてもらえるような、そういった

体制っていうのが、今は取られているというこ

とですね。 

 

吉田 ええ、そうですね。 

 

塩竃 これまでもいろんな病院の先生にお越

しいただいてお話しを伺っているんですけれど

も、最近では、病院によって役割分担といいま

すか、こういうったものっていうのが、明らか

になってきていますよね。 

 

吉田 今よく言われているのは、昔は、病院完

結型の医療っていうのが目指されてたわけです

けれども、10 年前の千厩病院がまさにそれで、

ほぼ 10 数年前は千厩病院でも、８割方、９割方

の病気が完結できたわけですけれども、医療状

況も変わってきてますので、地域で完結すると

いう形に変わってきています。地域の病院で、

それぞれ機能分担して、役割分担をして医療を

完結するっていう考え方です。 

 

塩竃 そういった地域完結型のなかで、千厩病

院が置かれている役割とは、どういったもので

しょうか。 

 

吉田 今言ったような、救急、ある程度のレベ

ルまでの救急は、当然、東磐井の最期の砦とし

て機能していかなければいけないと思っており

ますが、昨年から加わった機能のひとつが、リ

ハビリ部門ですね。脳卒中とか骨折の後の在宅

に戻るための早く自宅に戻るためのリハビリを

行う回復リハビリの機能っていうのが加わって

おります。 

 

塩竃 その医療をそれぞれ役割分担していく

となると、その症状の重さであったりとか、そ

のスピード感とかいろんなものだけに、こう

ちょっと目が行きがちですけれども、そうです

ね、その治療が終わった後のリハビリという大

事で、その地域の中では千厩病院が新たにその

役割としてやられている。 

 

吉田 そうですね。 

 

塩竃 リハビリテーションの分野で千厩病院

が取り組んでいるものっていうのは、どういう

ものがあるんでしょうか。 

 

吉田 脳血管疾患、脳卒中ですね、脳梗塞とか

脳挫傷とか、いわゆる脳の損傷を受けたような

疾患に加えて整形的な骨折が、大体８割以上を

占めていますね。 

 

塩竃 病院の中にはリハビリ病棟というのが

今つくられているそうですね。 
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吉田 病院の５階が回復リハビリ病棟となっ

ていまして、そのリハビリ専門の病棟となって

いますので、リハビリを目的とした患者さんだ

けが入って、スタッフもそれ専門のスタッフが

勤務しているというような病棟になります。 

 

塩竃 そうなんですか。こちらはベッドの数と

いうのはどのくらいになるんでしょうか。 

 

吉田 40 床です。 

 

塩竃 現在も、入院患者さんの皆さんっていう

のは、こちらの方をこう利用されている。 

 

吉田 そうです。 

 

塩竃 大体どのくらいの人数でこう推移する

ものなんでしょうか。 

 

吉田 現在、大体 25 人から 30 人くらいの入院

患者さんで推移しております。大体７割前後の

利用率です。 

 

塩竃 いろいろなその治療を終えた後に、この

病棟にまた移っていただいて、その回復に向け

てっていうところを、ここでいろいろリハビ

リっていうのを加えていくっていうところです

ね。 

 

吉田 そういうことになります。 

 

塩竃 これまでは千厩病院には、昨年の７月か

ら始まった回復リハビリ病棟ということで、以

前はどちらのほうで、これは対応されていたも

のなんでしょうか。 

 

吉田 大東病院にありまして、震災で大東病院

の入院機能がストップしてしまいましたので、

それに伴って千厩病院のほうに移管されたとい

うことになります。 

 

塩竃 そうなんですね。まあ、今後またリハビ

リのスタッフの方の数というのも、こういった

専門的にリハビリを行う病棟ができ上がると充

実していくのかなと思うんですけれども、伺い

ましたら、１年 365 日毎日そのリハビリってい

うのをこう経験というか治療にあたることがで

きるというふうになっている訳ですね 

 

吉田 そうです。リハビリは毎日継続すること

によって、その機能回復が効率的に行われます

ので、土曜日曜だ、お盆だ、正月だっていうの

で休めば、また逆戻りしてしまいますので、365

日体制にやっと今年度から始まりました。 

 

塩竃 その地域それぞれに病院が持たれてい

る役割というのがありますけれども、その千厩

病院、地域の中では特にこの回復リハビリとい

うところ、こういったところに力が入っている、

そういった病院ということが伝わってきました。 

 

塩竃 さて、地域の皆さんが多く足を運ぶ、そ

の拠点になる病院のひとつなわけですけれども、

子どもさんに向けての小児科外来の情報という

のをですね、この「ＦＭあすも」からもよくお

伝えすることがあります。現在は、毎週水曜日

の午後にこの小児科外来というのを受け付けて

いるそうですね。 

 

吉田 はい、そうです。一昨年度までは磐井病

院の小児科の先生が週１回いらしていただいて

いたんですが、昨年から磐井の小児科のスタッ

フの数もかなり厳しいということでお休みに

なってたんですが、今年度からは毎週外来が再

開しております。 

 

塩竃 そうですか、はい。じゃあこちらのほう

も、取りあえずちょっと確認していただいて利

用する場合は、こちらの日ですね、毎週水曜日

の午後に小児科外来を行っているということで

す。それから先生、広報 I-Style８月１日号を

見ておりましたら、千厩病院で漢方外来という

のが始まったという、そういった情報をお伺い

したんですけれども。 

 

吉田 これは今月８月の 19 日から開設が始ま

るんですが、予定としては毎月第３火曜日の午

前中にということで考えております。第１回が
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８月 19 日火曜日からということになります。 

 

塩竃 それから先が毎月第３火曜の午前中に

診療があるということですね。 

 

吉田 そうです。 

 

塩竃 こちらは漢方外来の専門の先生がい

らっしゃる。 

 

吉田 今、県立高田病院に勤務しております溝

部先生という方なんですが、溝部先生は、久留

米でお仕事されていたんですが、震災後、震災

で被災された県のお手伝いをしたいということ

でいらしていただいて、今は高田病院の方で循

環器内科漢方関係を診てくれているんですが、

東京女子医大の方で漢方を勉強された方で、か

なり東洋医学会の中では専門医でいらっしゃい

ますし。 

 

塩竃 こういった先端医療っていいますか、こ

ういったものを残している病院というイメージ

で考えると、あの東洋医学っていうところを取

り組んでいる病院っていうのは、すごく珍しい

なあと感じで思ってしまうんですが。 

 

吉田 県内では、県立病院では、漢方外来とう

たっているところはなくて、千厩病院が今回初

めてですね。 

 

塩竃 この東洋医学っていうところを合わせ

ていくと、すごく良い効果っていうのか、最近

では出てくるんでしょうか。 

 

吉田 なかなか西洋医学では解決が難しいよ

うな病態っていうのもありますので、東洋医学

の方から光を当てると解決策が出てくるってい

うようなこともありますので、そういったこと

を考えていました。 

 

塩竃 長年、何かいろいろそういった治療に

通っていらっしゃる皆さんの解決策が見えてく

る可能性もありそうというのもそうですけれど

も、各それぞれの病院内の診療科からの紹介と

か、こういったものもあるんでしょうか。 

 

吉田 各診療科でもなかなか解決できないま

ま抱えている病態問題っていうものもあります

ので、その辺も院内の診療科の先生に呼びかけ

て、この外来の日に合わせて紹介していただこ

うと思ってました。 

 

塩竃 今日もお話を伺ってきましたけれども、

地域の中でいろいろその役割分担っていうのも

病院の中にもあって、それぞれの専門分野って

いいますか、得意分野っていいますかね、こう

いったところっていうのが活かされていく、こ

ういったものっていうのを効率的に組み合わせ

ていくことで、地域の医療というのが、より効

率的に良いものになっていくっていうのがすご

く今日のお話しで伝わってまいりました。新た

に漢方外来というのが８月 19 日火曜日から開

設されます。毎月第３火曜日の午前中に診療が

あるということです。 

 

塩竃 今日は、この県立千厩病院で取り組んで

います、まずは救急医療の実態と回復リハビリ

病棟について、さらに小児科外来についてと、

新たに開かれる漢方外来についてお話しを伺っ

てきました。今日はスタジオに岩手県立千厩病

院の吉田徹医院長にお越しいただきましてお話

を伺いました。吉田院長、今日はどうもありが

とうございました。 

 

吉田 どうもありがとうございました。 

 


